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˛·ちͮ Γ͘ަྲྀձͷ༷ࢠ

˛·ちͮ Γ͘ϑΝϯυެ։৹ࠪձͷ༷ࢠ

Ǻݸਓ৘ใͷऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯǻ
当財団にお寄せいただいた個人情報は財団からの連絡に利
用します。取得した個人情報は、法令に基づく場合または本
人の同意がある場合を除いて第三者に提供することはありま
せん。また委託する際は、利用目的の範囲内で適法にこれを
行います。開示請求等の場合は個人情報保護管理者：管理
課長（電話03-6379-4300）までお問合せください。

フΣイスϒοク▶ ▶（πイοターچ）9 インスタグラϜ▶

シモキタ園藝部

4/4で、イϕントの
様子や、࠷৽৘ใが
見られま ʂ͢

トラまちの
༷ʑなऔり૊み

ॅみΑいڥ؀づくりにͭな͕Δ۠ຽओମのまちづくり活動ΛԠ援͠ていま͢
きっかけもスタイルもさまざまですが、地域への想いをܗにし、活動する方々がいます。当財団では、ࢿ金（公ӹ
৴託世田谷まちづくりフΝンド）、アドバイス（活動相談）、つながりづくり（交流会）等を通して活動をバックアッ
プしています。
活動場ॴを;らりと๚れてみたり、参加してみると、まちでの暮らしを少しָしくするώントがあるかもしれま
せん。ॿ成グループの活動情ใも提供していますので、お気軽にお໰合せください。

ྩ࿨�年౓͔Β৽たなॿ੒੍౓
ʮ世田谷トラストまちづくり活動ॿ੒ʯ͕ ࢝まりま͢
ऴྃ予定の「公ӹ৴託世田谷まちづくりフΝンド」の理೦を
ঝし、皆さまからのご寄附や、トラストまちづくり会費かܧ
ら成るまちづくり活動基金を活用しながら、区民ओ体のま
ちづくり活動を応援してまいります。ぜひ皆さまのご支援・
ご参加をお願いいたします。　˞こちらへのご支援は“まち
づくり活動基金”をお選びください。

フϥϫーϥンドʹ͖ͯ Ͷʂ

子育て支援グループamigo

3
5

区民参加でՖづくりのできるフラワーラ
ンド（੉田೶業公Ԃ）において、トラストボ
ランティア「フラワーランド友の会」とト
ラまちが協働で、ઐ໳家によるࢦಋのも
と、ϨンΨੵみワークショップを行いまし
た。Ϟルタルを࿅り上͛、ひとつͣつ水ฏ・
ਨ直を֬かめながらϨンΨをੵΉという、
なかなかීஈܦ験することのない作業に、
はじめは皆さんෆ҆な༷子でしたが、次
ୈに「ϨンΨをこのαイズにׂってくださ
い！」「Ϟルタル、もう少し水分多めで！」
など、それͧれが੠をかけつつ、ָ しんで
作業を進めることができました。
みんなでつくったՖஃ。今後はどのよう
な૲Ֆをָしめるのでしΐうかʁ๚れ
たࡍは、ぜひ૲ՖとともにϨンΨՖஃも
じっくりご覧ください！

ळの収֭をܴえた“せたのう”（੉田೶業
公Ԃʦ分Ԃʧ）では、12月7日に「ळの収֭
体験ࡇJOせたのう」を開催、約160人の
਌子が参加しました。世田谷の఻౷的
な地場野ࡊ「大ଂ大根」をはじめ、ϛニ
大根、じΌがいも、αニーϨタスを次々
に収֭していきました。せたのうボラン
ティアによる「ാでとれるૉ材を࢖った
リースづくり」や「ϋーϒιルトのつく
り方実ԋ」なども、大޷評でした！
来年度も、フラワーランドとの連携イ
ベントや収֭体験ࡇなど、「೶をָしく
体験できる場」を企画しています。フラ
ワーランド “̱せたのう”へぜひお越し
ください。

খͿりのαπϚイϞやπル、
ϋーϒなどで作ったϦース▶

Πϕンτ活動ใࠂ

フϥϫーϥンド�

ͤͨの͏
ʢ੉田೶ެۀԂʦ෼Ԃʧʣ

10�2�〜11�24　ळの٠展示
11�1� 春までָしめるϋンギング

バスέットづくり
12�1 ਌子でָしΉクリスマスの

寄せ植え
12�1� ౙの手入れが春のバラの
　　　��ָしみを決める！

��20 Նの収֭体験ࡇJOせたのう
��2�〜12�24 野ࡊづくり講श会

ॳڃコース
12�� ळの収֭体験ࡇJOせたのう

フラワーランドの
詳細はこちらから▶

ͤたの͏の
詳細はこちらから▶

回答期限：2025年5月7日

WEBアンケートにご回答
いただいた方に、もれなく
「イラスト缶バッチ」を

プレゼント！

本紙についての
ご意見、ご感想を
お聞かせください！

8&#アンέートは
こちらから▶

おやまちプロジェクト 岡さんのいえTOMO

まちのみどりを
自分たちの手で！

誰かの
「やってみたい！」を
一緒に叶える

まちのお茶の間、
開いてます

େ͖͍େࠜ
͕

ͱΕͨΑʂ

一緒にたのしく
子育てしようよ！

世田谷Ͱ͜ Μͳ ͱ͜ɺ͋ Μͳ ͱ͜ɺ
΍ͬͯ Έͨ ʂ͍

֤άϧーϓの活動͸ཪ໘΁

イϕントの
詳細はこちらから▶

৽たな
ॿ成੍౓は
こちらから▶

詳細は
こちらから▶

▲みΜなでྗڠしͯϨンΨを積Ή様子

▲ボランティアにΑる、
ϛχプϩグラϜ

ʲ財団ϗーϜϖーδʳ
世田谷トラストまちづくり
IUUQT���XXX�TFUBHBZBUN�PS�KQ� フΣイスϒοク▶ πイοター▶ インスタグラϜ▶財団HP▶

これからの季節、

春の花まつりや農業体
験など

イベントいっぱい！

ぜひお越しください

一ൠ財団法人 ੈా୩τラετ·ͪͮ͘Γ�は

が共生する世田谷」「 ●●ひと まち 自然

3
5 財団の取り組みや成Ռなど、

2024年7ʙ12月の࿩୊をご঺հ

　　　　の実現を進めています。

��



トラまち会員募集中！

詳細は
こちらから▶

成城みつ池
緑地の詳細は、

こちらから
▼

「空き家等地域貢献活用相談窓口（＊）」の一環で、南烏
山にある空き家を題材に、グループワークで活用案を
検討する2日間の講座を開催しました。講師は空き家
窓口を通して成立した拠点のオーナーや運営者の3名。
具体的な改修方法や、地域との関係づくり、活用によ
る暮らしの変化などをお話しいただきました。活用案
づくりでは題材物件のオーナーから土地・建物の歴史
や想いをお伺いした上で、活用方法、連携体制や収支
計画などを作成。東京建築士会世田谷支部から建築士
の視点でアドバイスをいただきました。受講者の方々
が地域で活躍する日が近いかもしれません。
＊空き家等を地域に役立てたいオーナーと活用団体とをマッチン
グする窓口として世田谷区が2013年に設置し、財団が受託して
います。

当財団では、2020年度より市民が個人宅で実践しやすい雨庭づくりを推進する
ための取り組みを始めました。翌年度には、雨庭づくりを通じ、グリーンインフラ
（GI）の魅力や意義を地域の中で率先して広めていくリーダーを育成する「世田谷
グリーンインフラ学校（区から委託）」をスタート。2024年度からは市民ニーズを
受け、「雨庭づくり相談」窓口の試行を始めています。これらの取り組みが評価され、
この度、国土交通省及び東京都から表彰を受けることができました。詳細は下記二
次元コードからご覧ください。

「下北線路街」と命名された全長約1.7kmの小
田急線路跡地を活動拠点としています。

尾山台周辺地域を中心に小、中学校・商店街・
大学などが垣根を越えて協働しています。

松原・梅丘・馬事公苑界隈にある地域子育て支
援拠点の運営を軸に、産前・産後、子育て支援
事業を展開しています。

「まちのお茶の間」づくりをコンセプトに、子ど
もから大人まで、地域の人々が気軽に立ち寄り
交流できる場を上北沢で運営しています。

当財団では、関連フィールドや地域の方々と連携し、世田
谷のまちづくりを学ぶプログラムを提供しています。「参
加と協働によるまちづくり研修」は、北沢地域と砧地域で
実施する研修で、行政職員が、区民や関係機関等と一緒に
地域の課題を解決していくために、まちあるきやワーク
ショップの手法を学び考える機会になっています。
砧地域では、トラストボランティアの皆さまに活動現場
の案内やインタビューにご協力いただきました。行政職
員が直に活動やその想いに触れることができ、プログラ
ムがより充実したものになっています。
そのほか世田谷区採用2年目研修にも協力しています。

木を削りだし美しく彩色した原寸大の鳥の彫刻「バード
カービング」。山岸昭治氏（故人）が制作した44の作品群
を、彼の晩年に託された友人の剃

そり
戸
と
凡
ぼん
作
さく
氏より、当財団

へ寄贈いただきました。当財団としては、野鳥の生き生
きとした表情を間近で観察できる良い機会になると考
え、ビジターセンターでの企画展示を野鳥ボランティア
の皆さまにご相談。作品の選定、装飾、当日の解説に至る
まで、全面的なご協力をいただき、8月と11月の2回（各2
週間）「国分寺崖線周辺で見られる鳥たち」及び「野川周辺
の鳥たち」を開催しました。
あたかも水辺や林のそばに野鳥たちが生きているかのよ
うな設えの展示に来館者の皆さまはじっくりと見入って
いました。また画像や映像を用いた野鳥の生態のお話に
ついても熱心に聞いていただきました。
今後も展示を企画していく予定です。ご期待ください。

成城みつ池緑地は、クヌギやコナラなどの落葉広葉
樹を中心とした、国分寺崖線に位置する樹林地です。
豊富な湧水や希少な動植物をはじめ、里山の豊かな
自然環境が今も残されています。
これらの貴重な財産を残すため、成城みつ池を育てる
会と、世田谷区・財団の三者で協働し、環境調査や樹
林地管理などの保全活動を行っています。
成城みつ池緑地を多くの方に知ってい
ただけるよう、「みつ池体験教室」を、年
に4回開催しております。体験教室では
「自然観察」や「保全作業」などを体験で
きます。次回は2025年4月26日（土）開
催、テーマは「里山の春をさがそう」で
す。ぜひご参加ください。

ぜひ、世田谷のみどり保全＆
まちづくり活動のサポーターに
なってください！
世田谷の「ひと・まち・自然」を支え
る応援団に、あなたもぜひ！“トラ
ストまちづくり会員”や“ボランティ
ア”として、また、イベントに参加し
てみるなど、ライフスタ
イルに合ったご支援、お
願いいたします。

～区民参加・連携・協働によるみどり豊かな環境共生・地域共生
のまち世田谷～の実現のために、大切に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。

トラストまちづくり会費・寄附額
（2024年1月〜12月）

世田谷の空き家等活用
ゼミナールで、
空き家の活用案づくり

当財団のグリーンインフラに係る取り組みについて
国土交通省及び東京都都市整備局より表彰を受けました

まちづくりを学ぶ機会を
提供しています
～行政職員向け編～

バードカービング
（野鳥の彫刻）で学ぼう！ 成城みつ池緑地の活動

いただいたご支援のご報告

▲積極的に意見が交わされるグループワーク

▲トラストボランティア
のフィールドに行政
職員が訪問

班ごとに分かれ、
インタビューや
まちあるきから
企画をまとめる様子▶

空き家等
地域貢献活用
相談窓口の

詳細は、
こちらから

▼

世田谷まちづくりファンド助成グループの活動紹介

詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

01.� 03.�02.�

04.� 05.

第5回
グリーンインフラ大賞
『国土交通大臣賞』受賞
［令和6年12月23日付］▶︎

▲（左）夏のみつ池体験教室では、里山環境の維持に必要な池の泥上
げ作業を参加者と一緒に行いました。（右）晩秋のみつ池体験教室
では、参加者と一緒に落ち葉かきを行いました。

世田谷にみどりいっぱいの会 感謝状贈呈式の様子（2024年12月9日）▶

①トラスト
　基金

②まちづくり
　活動基金

会　費 1,863,000円 188,000円
寄　附 1,602,119円 5,500円
合　計 3,658,619円

　　　　　　　　

個人会員 958
家族会員 689

ボランティア活動

法人会員 370

子ども会員 10
寄附者 100

特別会員 168
8,655人‼
支援者数

延べ参加人数 6,360　
トラストボランティア団体

（22 団体）

事業を展開しています。

詳細は
こちらから

（一社）シモキタ園藝部

（一社）おやまちプロジェクト

NPO法人 子育て支援グループ a
ア ミ ー ゴ

migo

岡さんのいえTOMO

東京都
都市整備局表彰▶

財団が進める
GIの取り組み

（財団HP）▶
▲「自分でもできる雨庭づくり」の取り組みの一例

◀︎8月の展示「国分寺
崖線で見られる鳥
たち」の様子

詳細はこちらから▶
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ॳڃコース
12�� ळの収֭体験ࡇJOせたのう

フラワーランドの
詳細はこちらから▶

ͤたの͏の
詳細はこちらから▶

回答期限：2025年5月7日

WEBアンケートにご回答
いただいた方に、もれなく
「イラスト缶バッチ」を

プレゼント！

本紙についての
ご意見、ご感想を
お聞かせください！

8&#アンέートは
こちらから▶

おやまちプロジェクト 岡さんのいえTOMO

まちのみどりを
自分たちの手で！

誰かの
「やってみたい！」を
一緒に叶える

まちのお茶の間、
開いてます

େ͖͍େࠜ
͕

ͱΕͨΑʂ
େ͖͍େࠜ

͕
େ͖͍େࠜ

͕

一緒にたのしく
子育てしようよ！

世田谷Ͱ͜ Μͳ ͱ͜ɺ͋ Μͳ ͱ͜ɺ
΍ͬͯ Έͨ ʂ͍

֤άϧーϓの活動͸ཪ໘΁

イϕントの
詳細はこちらから▶

৽たな
ॿ成੍౓は
こちらから▶

詳細は
こちらから▶

▲みΜなでྗڠしͯϨンΨを積Ή様子

▲ボランティアにΑる、
ϛχプϩグラϜ

ʲ財団ϗーϜϖーδʳ
世田谷トラストまちづくり
IUUQT���XXX�TFUBHBZBUN�PS�KQ� フΣイスϒοク▶ πイοター▶ インスタグラϜ▶財団HP▶

これからの季節、

春の花まつりや農業体
験など

イベントいっぱい！

ぜひお越しください

一ൠ財団法人 ੈా୩τラετ·ͪͮ͘Γ�は

が共生する世田谷」「 ●●ひと まち 自然

3
5 財団の取り組みや成Ռなど、

2024年7ʙ12月の࿩୊をご঺հ

　　　　の実現を進めています。

��




